
熱中症は、室温や気温が高い中で作業や運動を行い、体と水分とナトリウムなどのバランスが
崩れ、体温の調節機能が働かなくなり、体温上昇、めまい、体がだるい、ひどい場合は、
けいれんや意識の異常など、様々な症状を引き起こす病気です。

家の中でじっとしていても、部屋の温度や湿度が高いために、熱中症になることが報告されてい
ます。熱中症は予防法を知っていれば必ず防ぐことができます。

糖尿病・高血圧症・心臓病・腎臓病のある方は、
熱中症対策についてかかりつけの医師に相談し
ましょう。

高齢者の体は、夏の暑さへ適応
しにくくなっています。
細心の注意を払いましょう。
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